
「中国・アジア」２０１３．０９．１６－０９．２７＊記事は東京発行・最終版ダイジェスト
「インドネシア国際モーターショー」では日系ブランドが圧倒的な
存在感をみせた（ホンダのブース 日付）ＣＨＩＮＡ 　次回は－

　 中国 アジア　ダイジェスト 面の
次回は 月 日 月 に掲載します。

日中の企業間交流や投
資促進などで意見交換
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■シンガポールで超高層ビル受注
大林組、２棟（ 日 面）

　

■タイに水止めるコンクリ塀
ＯＫＩデータ（ 日９面）

　

■竹中工務店、ミャンマー再進出
年ぶり（ 日 面）

　

■インドネシア販社を子会社化
豊田合成（ 日７面）

　

■アイホン、台湾に事務所
住宅向け開拓（ 日 面）

　

■東南アで日系にｅラーニング
ＴＩＳ（ 日 面）

　

■タイに烏龍茶「ティープラス」
サントリー食品（ 日 面）

　

■タイの砂糖大手・カセタイに出資
住商・日新製糖（ 日 面）

　

■インドで先物取引ライセンス契約
大証（ 日 面）

　

■ベトナムと投資促進策で合意
関西経済連合会（ 日 面）

　

■レシップ、バンコクに販社
トラック用ＬＥＤランプ（ 日６面）

　

■住宅ＬＥＤ、インドネシア投入
パナソニック（ 日 面）

　

■バンコク支店とアユタヤ銀統合
三菱東京ＵＦＪ銀行（ 日３面）

　

■台湾・国光生物に供与
インフルワクチン／ＵＭＮ（ 日 面）

　

■バンコクに海外生産管理拠点
三島食品（ 日 面）

　

■みずほ銀行、ベトナムを本格開拓
日系・台湾など取引先拡大（ 日 面）

　

■マレーシアに教育拠点開校
豊橋技術科学大学（ 日 面）

　

■分速 最速エレベーター
三菱電機、タイ複合施設（ 日 面）

　

■ヤマト、インドネシアに現法
物流倉庫設計・配送の手配（ 日 面）

　

■フィリピン投資銀行と提携
東海東京ＦＨＤ（ 日２面）

　

■八洲産業、マレーシアに事務所
東南ア輸出の中小ネット（ 日 面）

　

■特殊電極、タイに合弁
ダイカストマシン部品（ 日３面）

　

■マルカキカイ、シンガポール拠点
建機・産機輸出（ 日 面）

　

■インド子会社と協業続行
第一三共（ 日 面）

　

■芙蓉リース、ベトナム社と提携
東南ア基盤拡充（ 日 面）

　

■韓国会議所と観光懇談会
東商／交流宣言（ 日 面）

　

■洪水対策用水門、タイで２基受注
日立造船（ 日 面）

　

■田中貴金属、シンガポール現法
研究開発支援／販売強化（ 日 面）

　

■中国信託ＨＤと業務提携
京都銀行（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　インドには慎重
　「しっかりしたインド
メーカーの商品が満足さ
れている。そこに…とい
う環境ではない」と日野
自動車常務役員の下義生

さん。だが日欧系メーカーは攻勢をかけ
る。それでも「アジアを収益基盤に北米
・中国を安定化。その次に中南米や中近
東」と インドには慎重 （ 日 ７面）

　

□９月 日（月）　□
　

■三菱電機、タイで昇降機増産
年産能力 ％増／１万 台

　

　三菱電機は、タイで昇降機の年産能力
を ％増の１万 台に 年度までに
引き上げる。投資額は 億円。中東や東
南アジアの需要に対応。 年度にはさ
らに同２万台規模に拡大する。（１面）
　

■信越化学、印・米に新設
化合物技術センター／４地域体制

　

　信越化学工業は、医薬製品添加剤向け
化合物の技術支援を行う施設をインドと
米国に設置する。横浜市内やドイツの設
備に加え、医薬産業が集積する米印の４
地域で技術支援体制を構築。 （８面）
　

□９月 日（火）　□
　

■アジアの行員、高度に育成
三菱東京ＵＦＪ銀行／ＡＰＵに留学

　

　三菱東京ＵＦＪ銀行は、立命館アジア
太平洋大学 ＡＰＵ と協力し、アジア配
属の外国人の行員を高度な人材に育成す
る。毎年 人をＡＰＵに留学、日本語や
会計学などを教える。 （１面）
　

■マツダ、ミャンマーに進出
タイ生産車／アクセラなど

　

　マツダは、ミャンマーに進出する。同
国内に生産拠点は設けず、隣国のタイか
ら輸入販売する。量販車種 マツダ３ 日
本名アクセラ や、ピックアップトラッ
ク「ＢＴ― 」などが候補。 （５面）
　

■東海機械、タイ工場が始動
大型プレス機・大型部品

　

　東海機械製作所は、タイ・ラヨーン県
で大型プレス機や大型部品の生産を開始
した。現地の日系自動車メーカー向けに
大型プレス機を供給。産業機械や工作機
械用の大型部品の生産も計画。（６面）
　

■ナガエ、ベトナムに工場
溶剤焼き付け塗装

　

　ナガエは、ベトナムに現地法人を設立
し、工場を建設する。建材の自社製品を
中心に鋳造から加工や塗装、組み立てま
でを一貫生産する。特に現地では難しい
溶剤焼き付け塗装を行う。 （６面）
　

□９月 日（水）　□
　

■「ダットサン」ＭＰＶ投入
日産／インドネシア

　

　日産自動車は、インドネシアでローコ
ストグリーンカー政策対応の新興国専用
ブランド ダットサン の小型車「ＧＯ」
と７人乗りの多目的車（ＭＰＶ）「ＧＯ
＋」を 年に発売する。 （７面）
　

■秦野精密、タイ工場増設
精密打ち抜き／日系自動車の現地増産

　

　秦野精密は、タイ工場を増設する。工

場敷地内に建屋を新設し、同社初となる
の大型プレス機を導入。ファイン

ブランキングによる生産を始める。日系
車メーカーの現地増産対応。 （９面）
　

■インドネシア年産 万
レンゴー／現地社買収

　

　レンゴーは、タイの合弁会社が、イン
ドネシアの段ボールメーカーの株式の
％を取得した。製造合弁と合わせて現地
での段ボール生産拠点は５工場となる。
年間生産能力は 万 に （ 面）
　

■エアアジア、中部空港便
クアラルンプール直行

　

　マレーシアの格安航空会社エアアジア
Ｘが、中部国際空港―クアラルンプール
路線を 年１―６月に開設する。マレ
ーシア航空が運休して以来、直行便が途
絶えていた。 （ 面）
　

□９月 日（木）　□
　

■平安製作所、生産技術を供与
駆動系部品／インドネシア

　

　平安製作所は、インドネシアの自動車
部品メーカーのパミンドと技術供与を軸
に業務提携する。まず駆動系部品のドラ
イブプレートの生産技術をライセンス提
供する。出資も検討する。 （６面）
　

■エプソン、直送を ％に
ＩＪプリンター／新興市場向け拡大

　

　セイコーエプソンは、販売する国に生
産拠点からＩＪプリンターなどを直接届
ける直送を新興市場向けに拡大、 年
度に直送を 向上の ％に。東南アジ
ア、ロシア、南米に増やす。 （ 面）
　

■インドネシア倍増、１万
車シート原料／三井化学

　

　三井化学は、インドネシアで自動車シ
ートなどに使うポリウレタンを顧客が求
める機能や品質に合った配合にして提供
するシステムハウスの年産能力を２倍の
１万 に引き上げる。 （ 面）
　

■シンガポール、水処理進出促す
西部に開発拠点開設

　

　シンガポール政府は、水処理や環境関
連企業の誘致を強化する。企業に研究開
発拠点や事業所を提供する施設を同国西
部に開設した。企業、研究機関、学術機
関の集積を高め革新を促す。 （ 面）
　

■信越化学、インドネシア撤退
ＨＤＤ向け磁石加工

　

　信越化学工業はハードディスク駆動装
置（ＨＤＤ）などに使う磁石製品を加工
するインドネシア工場の稼働を停止し、
撤退する。マレーシアなどの周辺国工場
に生産をシフトする。 （ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■日系車－圧倒的な存在感
インドネシアモーターショー

　

　「インドネシア国際モーターショー」
が開催された。現地では、エコカー優遇
政策「ＬＣＧＣ政策」が始まり、各社が
適合車を発表。日系ブランドが圧倒的な
存在感をみせた。 （５面）
　

■韓国ゴム合弁を増強
ＪＳＲ／年産６万

　

　ＪＳＲは、韓国の錦湖石油化学と折半
出資した現地の合弁会社、錦湖ポリケム
のエチレンプロピレンゴムの第２工場が
稼働した。年産能力は６万 で、全体で
は同 万 となる。 （ 面）
　

□９月 日（月）　□
　

■減速機、インドネシアで生産
住友重機械／東南ア強化

　

　住友重機械工業は、インドネシアで減
速機の組み立てを 年始める。現在は
シンガポール完成品を輸出。資源開発や
自動車需要の拡大を見込み、現地生産。
またベトナムにも販売会社。 （１面）
　

■インドネシアで新型ＭＴ
ダイハツ／来年にも量産

　

　ダイハツ工業は、小型車用に効率が良
く、変速時の操作性に優れた新型の手動
変速機を完成した。インドネシアで
年にも量産に移行する。ユニットの需要
地での最適地生産体制。 （５面）
　

■日産、ミャンマーで「サニー」
マレーシア社に委託

　

　日産自動車は、ミャンマーで小型車
「サニー」の生産を 年に始める。マ
レーシア社の車両組立工場に生産委託。
世界大手に先駆けて現地供給体制。ミャ
ンマーでの主導権を狙う。 （５面）
　

■日韓の中小が交流活発化会議
韓国側／「フォーラム」開催を要望

　

　全国中小企業団体中央会は、韓国中小
企業中央会と「日韓中小企業交流活発化
会議」を開いた。韓国側は「中小企業業
務協力に関する協定書」のグレードアッ
プと フォーラム 開催を要望。（ 面）
　

□９月 日（火）　□
　

■ガリバー、タイ留学生受け入れ
新卒採用は最多 人

　

　ガリバーインターナショナルは、
年４月入社の新卒採用者を過去最高とな
る ― 人に増やす。さらに東南アジ
アでの店舗展開をにらみ 初頭にもタ
イから留学生を受け入れる。 （１面）
　

■潤滑油添加剤シンガポール２倍
独エボニック／アジア需要拡大

　

　独エボニックインダストリーズは、シ
ンガポールの潤滑油添加剤の製造プラン
トの生産能力を 年に約２倍に増強す
る。自動車産業をはじめ、アジアで拡大
する工業用需要を取り込む。 （ 面）
　

□９月 日（水）　□
　

■ホーコス、タイでＭＣ生産
新工場稼働／月産 台

　

　ホーコスは、タイでＭＣの生産を始め
る。これまでタイではＭＣの治具を製造
してきたが、新工場を稼働、ＡＳＥＡＮ
向けに、売れ筋のＭＣを製造する。生産
能力は月 ― 台。 （ 面）
　

■三菱化学物流、タイの倉庫拡充
現地化学品の増産に対応

　

　三菱化学物流は、タイで化学品を保管
する倉庫の広さを２倍に拡充する。日系
化学メーカーの増産と現地メーカーの需
要増で３、４棟目の倉庫を新設。国内停
滞を海外で補完。 （ 面）
　

□９月 日（木）　□
　

■インドネシアで重力鋳造
中央精機／アルミホイール新工場

　

　中央精機は、 年１月稼働予定のイ
ンドネシアの自動車用アルミホイール新
工場に同社として初めて重力鋳造法を導
入する。日本、海外ともすべて吸引と加
圧を行う特殊な鋳造法だった。（３面）
　

■台湾・製薬会社に出資
ナノキャリア／抗がん剤開発に弾み

　

　ナノキャリアは、独自の薬物送達シス
テム（ＤＤＳ）製剤技術を応用して開発
中の新規抗がん剤の製造委託先となる台
湾の製薬企業、ＯＰナノへの出資を正式
決定した。１億円規模。 （ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■タイ熱処理工場に増産投資
東研サーモ／エンジン用部品

　

　東研サーモテックは、タイ子会社「タ
イ・トーケンサーモ」の熱処理能力を
年までに高める。エンジン用部品の加

工と熱間鍛造品の熱処理に真空炉や連続
焼き入れ炉を増設する。 （７面）
　

■豊生ブレーキ、タイに工場
年産 万個／トヨタ・スズキ供給

　

　豊生ブレーキ工業は、タイ・ラヨン県
に自動車用ドラムブレーキ工場を建設、
年６月に稼働する。約 億円投資。

トヨタ自動車やスズキの現地工場に供給
する。最大で年産 万個。 （７面）
　

■インド地下鉄に信号システム
日本信号／ＣＢＴＣを供給

　

　日本信号は、インド・デリーの地下鉄
新線向けに信号システムを受注。受注額
は 億円。日本勢で信号システム受注は
初めて。無線通信を使った列車制御シス
テム「ＣＢＴＣ」を供給。 （ 面）
　

■ＵＶ―ＬＥＤ特許、韓国に許諾
ナイトライド・セミコン／ 件

　

　ナイトライド・セミコンダクターは、
ＬＥＤを製造する韓国ソウルバイオシス
との間で、ナイトライドが保有する紫外
線―ＬＥＤの構造や製造方法に関する特
許計 件の使用を許諾した。 （ 面）
　

■ヤンマー、インドネシア稼働
鋳物部品／初の海外拠点

　

　ヤンマーは、インドネシアでディーゼ
ルエンジン用の鋳物部品を生産する現地
子会社の稼働式を開いた。ヤンマー初の
海外での鋳物部品生産拠点で、日本や中
国、タイの組立工場向け。 （ 面）
　

■郵船ロジ、ベトナム拡充
ハイフォン港／自社最大級の施設

　

　郵船ロジスティクスは、ベトナムでは
自社最大級となる物流施設を北部のハイ
フォン港に建設する。ディンブー工業団
地。保税倉庫などを設ける。自動車部品
や電子部品、化学品向け。 （ 面）
　

■大和ハウス、海外 億円
東南ア／建設増やす

　

　大和ハウス工業は、海外売上高を約
％増の年間約 億円を目指す。 年
度めど。子会社・フジタの海外事業に中
国や東南アジアの住宅・工業団地・商業
施設などの自社事業を上乗せ。（ 面）
　

■日通、「ハラル認証」取得へ
マレーシア現法／日系物流で初

　

　日本通運は、マレーシアの現地法人、
マレーシア日本通運を通じて物流に関す
る「ハラル認証」を 年４月にも取得
する。日系物流企業としては初めてハラ
ル物流サービスを提供。 （ 面）
　

■アジアの経営課題解決の講習会
能率協会／まずインドネシアＩＴ企業

　

　日本能率協会は、グローバル人材育成
を目的にアジア企業を舞台とした「経営
課題解決ワークショップ」を開く。第１
弾としてインドネシアＩＴ企業ＭＩＩが
現実に抱える問題解決に挑む。（ 面）
　

■山元、タイ生産３倍
精密プレス加工／工場棟を増築

　

　山元は、タイ・アユタヤ県の工場での
精密プレス加工品の生産能力を約３倍に
引き上げる。工場棟の増築が完了した。
現在、増築部分の稼働率は３―４割だ
が、 月をめどにフル稼働。 （ 面）

ＴＥＬＯＰ

　

□９月 日（火）　□
　

■日立、大型圧縮機ネット診断
稼働状況・故障を把握

　

　日立製作所は、中国でネットワークを
経由して大型圧縮機の稼働状況や故障を
診断するサービス始める。圧縮機にクラ
ウドインターフェースを標準搭載し、遠
隔監視する。 （１面）
　

■東プレ、タイに新工場
自動車用プレス部品

　

　東プレは、タイに自動車用プレス部品
の工場を新設する。投資額は 億円。タ
イ自動車市場の成長やアジアの輸出拠点
としての可能性が見込まれることから、
自社工場の建設に踏み切る。 （５面）
　

■ティラド、中国で生産
建機用オイルクーラー

　

　ティラドは、中国で建設機械用オイル
クーラーの生産を始めた。コストを約２
割削減。日系建機メーカーに供給する。
中国国内のほか米国やタイ向けの輸出を
拡充して量産を軌道に乗せる。（６面）
　

■中国に建物用免制震部材を投入
上海に拠点／新日鉄住金エンジ

　

　新日鉄住金エンジニアリングは、中国
で建物用免制震部材の本格販売に乗り出
す。上海市に免制震部材の販売会社を設
立し、営業を始めた。中国での防災ニー
ズを取り込んでいく。 （９面）
　

□９月 日（水）　□
　

■川重、中国・東南ア進出
ゴミをセメント工場の燃料に

　

　川崎重工業は、ゴミや下水汚泥をガス
化してセメント工場の燃料や原料に使う
システムで中国・東南アジアに進出す
る。ゴミ処理の仕組みが整っていないの
で導入の余地があると判断。 （１面）

　

■三共製作所、杭州に新工場
工作機械向け機器

　

　三共製作所は、杭州市に新工場を建設
し稼働した。産業装置用位置決めユニッ
トや、プレス機械用材料送りユニット、
工作機械用のオートパレットチェンジャ
ーなどを月 台製造する。 （９面）
　

□９月 日（木）　□
　

■エコカー助成、ＨＶは除外
中国政府が更新

　

　中国政府が「新エネルギー車」と位置
付けるＥＶやＰＨＶなどのエコカーの購
入者に対する助成策を更新した。予想に
反してハイブリッド車（ＨＶ）は助成策
に含まれなかった。 （時事 ６面）
　

■伊藤忠が中古車オークション
深 に合弁

　

　伊藤忠商事は、オークネットなど３社
と、中国で中古車オークションに参入す
る。合弁会社を深 市に設立する。中古
車ディーラー・ブローカー向けにＩＴを
用いたオークションを展開。 （ 面）
　

□９月 日（金）　□
　

■スズキ、中国など４カ国に集約
次期「スイフト」

　

　スズキは、世界戦略車の生産拠点を絞
る。５カ国で生産している小型車「スイ
フト」について、 年以降の全面改良
を機にハンガリーでの製造を停止 日本
中国 インド タイに集約。 （１面）
　

□９月 日（月）　□
　

■ペガサスミシン、生産品目拡大
ダイカスト部品／工場増設

　

　ペガサスミシン製造は中国生産するダ
イカスト部品の品目を拡大する。４億円
を投資、工場を増設。安全ベルト部品以
外の自動車部品や他分野での受注につな
げる。顧客も新規開拓する。 （６面）
　

□９月 日（水）　□
　

■中国にベンツ博物館
独ダイムラー／歴代の車展示

　

　独ダイムラーは、傘下のメルセデス・
ベンツの歴代の車を展示する博物館を開

設する。中国で海外高級車メーカーが博
物館を開設するのは初めて。アウディと
ＢＭＷに巻き返し。 （９面）
　

■海外４地域に調達統括拠点
東海ゴム／まず中国

　

　東海ゴム工業は、海外４地域に各地域
の調達機能を統括するヘッドクオーター
を 年までに設置する。まず中国に設
置しＡＳＥＡＮ、北中南米、欧州にも。
機能を集約し情報を一元化。 （９面）
　

□９月 日（木）　□
　

■日中関係の改善求める
中国の企業代表団／経団連など訪問

　

　中国の企業代表団が、経団連や経済同
友会を訪問。銀行や不動産、ＩＴ、メー
カーなど 社首脳で構成。関係が悪化し
ている日中関係の改善を求めた。日中の
経済環境に「改善の兆し」。 （３面）
　

■安川電機、中国に介護ロボ
モーターの制御技術活用

　

　安川電機は、中国で介護ロボット機器
を 年度に発売する。産業用モーター
で培った制御技術を生かし、リハビリテ
ーションの支援装置など医療機器・介護
支援機器を開発した。 （６面）
　

■デンソー、海上輸送用コンテナ
中国国際海運と共同／年 台

　

　デンソーは、海上輸送用冷凍コンテナ
の冷凍機を中国国際海運コンテナと共同
開発した。 ― ％省エネルギー化。当
面は年間 台。デンソーが海上運送用
の機器を手がけるのは初めて。（６面）
　

■香港に国際物流拠点
サンワテクノス／電子部品、即日納品

　

　サンワテクノスは、中国・香港に国際
物流拠点を新設、 月１日に運用を始め
る。中国や東南アジアなど海外の顧客に
電子部品を最短で即日配送・納入する。
将来は 日 時間体制。 （９面）
　

□９月 日（金）　□
　

■日本に多めに投資したい
中国企業訪日団／高総経理

　

　中国企業代表団メンバーの政府系ファ

ンド、中国投資の高西慶総経理ら６社首
脳が、茂木敏充経産相を訪問。高氏は
「もっと多めに投資したい 日本はまだ
たくさんのチャンスがある」。（２面）
　

■ＶＷ、仏山新工場に追加投資
年産 万台に倍増／華南攻略を加速

　

　独フォルクスワーゲンは、稼働した広
東省仏山の新工場（年産能力 万台）に
ついて、約 億 を追加投資、 万台に
倍増させる。日本メーカーの牙城である
華南市場攻略の一環。 （時事 ７面）
　

■アズビル、流量計を中国生産
短納期・低価格／現地生産化

　

　アズビルは、マイクロフロー式気体流
量計の中国生産を始めた。対象は気体用
マスフローメーター、ガス流量モニター
など。現地生産に切り替えることで短納
期、低価格での販売が可能に。（ 面）
　

■新型乾燥のオフセット印刷機
小森コーポ／入校←納品を短縮

　

　小森コーポレーションは、自社製の新
型紫外線乾燥システム搭載のオフセット
枚葉印刷機を中国に初納入する。環境型
インクやＵＶランプで乾燥が速く、入校
から納品までの期間を短縮。 （ 面）
　

■ダイキン、販売店 ％増
２万店体制／内陸部を攻略

　

　ダイキン工業は、中国で空調事業の販
売店を 年度に約 ％増の２万店に引
き上げる。市場拡大の内陸部を中心に拡
充。フルモデルチェンジした 機種以
上の新製品も投入。 （ 面）
　

■日通、青浦に倉庫
上海西部／交通の要衝

　

　日本通運は、香港の現地法人が上海の
青浦工業園区内に倉庫運営会社を設立、
自社倉庫で営業を始めた。上海西部に位

置し生産拠点の集積が進む江蘇省や浙江
省と上海を結ぶ交通の要衝。 （ 面）
　

■エポック社に買収資金
国際協力銀行／中国玩具企業買収

　

　国際協力銀行は、玩具メーカーのエポ
ック社との間で、中国の玩具企業の買収
資金を貸し出す契約。三菱東京ＵＦＪ銀
行との協調融資。ＪＢＩＣは１億 万
円を拠出し買収資金の一部に。（ 面）

　

■ＹＫＫ　ＡＰが住宅断熱窓工場
蘇州に建設（ 日 面）

　

■紙幣出金ユニット中国に投入
富士通フロンテック（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　広州を 花の都 に
　ＮＫＥの中国現地法人
が本格稼働した。社長の
中村道一さんは「中国で
の取引先との信頼関係が
深まれば、日本での顧客

との関係もより強くなる」と期待はふく
らむ。現地法人の所在地よろしく、広州
市を 花の都 にしたいと片目をつぶる。

（ 日 ６面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　わが社の出番

　「国内の高齢者食市場
は、間違いなく伸びる。
中長期では韓国や中国に
注目している」と高齢者
食や介護食の将来性を期

待するのは、キユーピー取締役上席執行
役員の竹村茂樹さん。「現地企業にはノ
ウハウが少ない。当社の出番」と一刻も
早く進出したい様子。 （ 日 面）

　　 ２０１３年 平成２５年 ９月３０日 月曜日 　　 （ ）


